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日本古代学研究所は， 2004年度にスタートして今年で 12年目になります。新たに
2014年度文部科学省私立大学戦略的研究基盤形成支援事業(大型研究)に応募して採
択された研究課題く日本古代学研究の世界的拠点形成>としての活動が始動しました。
明治大学が所蔵する， 日本民族学研究の基礎を築いた岡正雄，戦後日本考古学の組織
化や共同研究を具体化Lた杉原荘介，戦後の日本古代史研究とりわけ日本律令学を主
導した井上光貞に関する資料群を分析・検討した上で、可能な限り文化資源化・デジ
タル公開して，誰もが活用できるようにする。これと連動しつつ，これまで 10年あ
まり蓄積した世界各地の研究者と協働する日本古代学研究を継続し、発展させる取り
組みです。
本号は，この新大型研究に移行して最初の号となります。そのため，一部，過去の
活動にかかる記録も収録しました。本研究プロジェクトの学内メンバーで、ある湯浅幸
代論文，および当研究所で購入した『花鳥芳鴫』の翻刻・解題以外について簡単に経
緯等を紹介しましょう。
沈相六論文は，韓国の学術誌『木簡と文字』に掲載された論考の翻訳です。当研究
所の主要研究課題である出土文字資料関係の韓国での調査時に沈氏から頂いたもので，
百済後期の都・1四批(現扶余)で出土した線刻・墨書等の文字資料の体系的論考です。
賀雲朝論文は，賀氏を招聴して開催した2014年7月26日の学内研究会でご報告いた
だいた内容で，南朝宋代前後の画像埠や簡臆・石刻等の出土文字資料を総覧するもの
です。ともに，韓国・中国での出土文字資料研究の蓄積を知る重要成果として共有し
たく、掲載をお願いしたものです。
「漢委奴園王」金印に関する公開研究会記録は， 2012年の暮れに開催したもので，
江戸時代製作説もあるこの金印に関する研究の現状を討論したものです。後漢代説・
江戸時代説双方の見解を公開で、ぶつけ合う場としました。翌年2月 16日読売新聞， 2 
月 18日朝日新聞にも取り上げられるなど，大きな反響がありました。掲載が遅くな
りましたが，金印に関する異論どうしを直接交わし合った初めてのできごととして，
重要な記録になると思います。
本号は， 日中韓によるアジア古代学の実践編ともいえる構成で，当研究所らしい幅
広い内容となりました。幅広い内容とはいえ，相互に関連し合うものとしてそれぞれ
に関わり、寄り添う総合古代学と理解しています。私たちメンバーは，教育の面でも
大学院で分野を横断する活動を 2004年から蓄積しています。複眼的視角に基づく研
究と教育の連携と相互作用が，私たちとこれからの研究を担う人びとを，行き過ぎた
専門細分化から離脱させ，総合人文学の実践者へと誘うものと考えています。
